
「世界の言葉」を実感しよう！
アメリカやヨーロッパでは、今や女子サッカーは、メジャースポーツ。数万人の観客を集めています。アメリカプロリーグ

NWSLは、平均観客数を１万1235人を記録。5年前に比べると２倍になっています。女子サッカーの価値も上がり、少年

少女たちが憧れるだけでなく、投資の対象としても注目されています。女子プロサッカーリーグ、WEリーグができて4年

目となりましたが、まだまだ日本では、女子サッカーはマイナースポーツ。女子サッカー大国アメリカで、その環境を自分

の目で見て、身体の強さを身をもって感じてみませんか? サッカーが大好き! 外国人と友達になりたい! アメリカで自分を

試してみたい!そんな、あなた!!ブリッジツアーに参加しませんか?

 ブリッジ代表 小林美由紀 

第29回 USA遠征 女子サッカー体験プログラム

Denve r  &  Co lo rado  10Days
期間： 2025年3月１８日(火)～3月２７日(木)  

＜ブリッジとは＞
「サッカー」という架け橋を使って日本の女子サッカーと世界の女子サッカーを結ぶことを目標に掲げ、日本女子サッカー界の
首領、みーみこと小林美由紀と、当時アメリカ・マントホリヨーク大学サッカー部監督だった羽石架苗が2002年に始めたプロ
ジェクトです。
海外女子サッカーツアーは、小林が1993年から毎年行っており、羽石が加わり、アメリカの大学へのサッカー留学もサポート
するようになりました。
過去20年間で留学した女子サッカー選手は50名以上、ツアーに参加したのは５００名近くになります。今では、以前ツアーに
参加した教え子も参加したり、留学から帰国したブリッジファミリーが、交際舞台やサッカーを始めとしたスポーツ組織で活躍
しています。

Challeng
e!

アメリカで10日間で5～7試合！



「USA遠征 女子サッカー体験プログラム」にご参加希望・又は資料請求の方は以下まで問い合わせください。
　詳細の資料を送りします。

【「USA遠征 女子サッカー体験プログラム」　資料請求受付　及び 旅行企画実施】
　株式会社オーシャンコネクト　（観光庁長官登録旅行業第2141号 ）
　〒104-0061　　東京都中央区銀座5-14-8　銀座ワカホビル5階A
　担当：山本・對比地（ついひじ）　（総合旅行業務取扱管理者 對比地　謙太）　
　受付時間：土・日・祝祭日を除く平日 　9:30～18:00　※12月28日～1月5日はお休みです。
　電話： 03-6260-6657（代表）ＦＡＸ： 03-6260-6658
　E-MAIL :  con tac t@tk .ocean-connec t . co . j p  　

申し込み希望・資料請求の方はQRコードよりお願いします。⇒

プログラム内容に関するお問い合わせはこちらへ
プログラム主催：
ブリッジ代表　　小林美由紀　　連絡先　電話：070‐7600‐3542　　　E-Ma i l：miyuk i ck33@me.com

プログラム費用（旅行代金） 470,000円
※上記費用とは別に、航空券代、燃油サーチャージ、空港諸税(11月27日現在で、約9万円)が
　必要となります。 費用合計 目安：およそ560,000円程度 ＋　現地での滞在費(食費等)
　申込締切 2025年1月8日（水）
　詳細は以下の旅行会社までお問い合わせください。

小林美由紀(こばやしみゆき)
筑波大学に女子サッカー部を創部後、渡米。アメリカの女子サッカーの環境に刺
激を受け、帰国後、関東女子サッカーリーグ、全日本大学女子サッカー連盟、茨
城県女子サッカーリーグを創設。日興証券ドリームレディース通訳、１９９９
FIFA女子ワールドカップUSA通訳ボランティア、２００２日韓ワールドカップで
は、鹿島会場でFIFAセキュリティオフィサー付通訳。2003年JFAプロジェクト
を立ち上げ、インストラクターとして日本各地をまわリ、女子サッカーの普及に
力を入れる。
アメリカ留学後１９９３年、選手たちに女子サッカー王国アメリカの環境を見せ
たいという強い思いから、海外女子サッカーツアーを実施。2002年、羽石架苗
と「ブリッジ」を立ち上げ、奨学金を得て留学した女子サッカー選手は50名以
上。昨年、COVID-19で３年間休止していたツアーをコロラドで開催。ツアーは
３０年目となった。サッカーを介した国際交流を通じて視野の広い人物の育成を
目指している
WEリーグ前理事
全日本大学女子サッカー連盟 会長
早稲田大学非常勤講師
筑波大学女子サッカー部アドバイザー
日本サッカー協会公認Ｂ級コーチ。
47FAインストラクター

羽石架苗(はねいしかなえ)
ジェフユナイテッドレディースでプレーし、順天堂大学３年次の2000年、
国際会議に自ら出向きサッカーで奨学金を得て、アメリカ留学を実現。
2002年 に Chr i s t i an  B ro the r s  Un i ve r s i t yで全米大学優勝し最優秀ディフ
ェンダー賞を受賞。2003年にユニバーシアード日本代表に選抜され、銀メ
ダルに貢献。順天堂大学卒業後、メンフィス大学で運動生理学、スミス大学
でコーチ方法学の２つの修士号を取得。ニューヨークのセミプロチーム・ニ
ューヨークマジックで８年間選手としてプレー。メンフィス大学アシスタン
トコーチを経て、2007年アメリカで初のアジア系女性のサッカーフルタイ
ムコーチとして、最古の名門女子大学マウントホリヨーク大学サッカー部監
督に就任。2011年、NSCAAのナショナルコーチング
ディプロマを取得。監督業の傍ら、2014年マサチュー
セッツ大学アマースト校でスポーツ教育学/コーチ学の
博士号取得。その数週間後長男Ko j iを出産。2016年
4月、長女Niko、2018年４月次女Soraが生まれ、
念願の３人の子持ちとなるが、そのエネルギーと活躍
ぶりは、衰えることはない。１３年間現場で指導し、
現在は、ウエスタンコロラド大学の准教授としてスポ
―ツ指導法spor t  pedagogyを指導している。
ウエスタンコロラド大学准教授
元マウントホリヨーク大学サッカー部監督
WomenSpor t  I n t e rna t i ona l事務局長


